
 

 

日時：2015年 7月 11日(土)13時～17時 10分 12日(日)10 時～16時 50分 

会場：立教大学池袋キャンパス太刀川記念館 3階多目的ホール  

対象：本学学生、教職員、一般 申込：不要 使用言語：日本語・中国語（同時通訳あり）  

 

報告者一覧（敬称略） 

台湾側 

陳東升（国立台湾大学社会学部優秀教授）  

Alternative Economy in Taiwan 

周素卿（国立台湾大学地理環境資源学部教授、国立台湾大学理学院副院長） 

The Nexus of University and Local Society: A Living Lab Approach for Social Innovation in Taiwan’s 

Higher Education 

黎徳星（国立東華大学社会学部学部長）  

Deindustrialization and Its Impact on Housing Consumption: The Case of Taiwan 

鄭力軒（国立政治大学社会学部副教授）  

Examining the Relationship between East Asian Capitalism and Population Crisis 

林宗弘（中央研究院社会学研究所副研究員） 

Small-medium Enterprises (SMEs) Withering Away: Taiwan's Industrial  Transformation under 

China Impacts 

謝斐宇（中央研究院社会学研究所助研究員）  

Governing Decentralized Economy: Taiwan's Industrial Transformation Reconsidered 

田畠真弓（国立東華大学社会学部副教授） 

The Impact of Chinese Tourist Boom on Local Society and Tourism: The Case of College Town in Rural 

Taiwan 

立教側 

櫻井公人（立教大学経済学部教授） 

「21世紀東アジア経済におけるアメリカ要因と中国要因: 市場原理主義と国家資本主義の相克」 

郭洋春（立教大学経済学部教授） 

「脱リスク社会の平和経済学」 

張紀潯（城西大学経営学部教授、立教大学経済学部兼任講師） 

 「中国の一帯一路開放戦略と東アジア経済への影響」 

石井優子（立教大学経済学部兼任講師） 

「タイにおける産業構造と経済格差」 

星野智樹（立教大学経済学部助教） 

「現代東アジアにおける国際収支問題」 

 

 

 

 

共催：本学経済研究所、本学グローバル都市研究所  

お問合せ先：経済研究所 ℡03-3985-4121  ✉rie@rikkyo.ac.jp 

東華大学社会学部・立教大学経済学部共催 国際シンポジウム 

東アジアの資本主義の矛盾－その解決に向けて 
 

設置予定セッション 

「次世代の経済を設計する」、「産業構造・企業からみるアジア」、「マネーの移動、ヒトの移動からみる

アジア」、「中国経済のインパクト」、「東アジア資本主義をめぐる問題」 

 

 


